第3回　施設処遇検討会議　議事録

H21.4.20　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・小坂和子・小笠原嘉紀・末政絵美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦とし子・兵藤拓明・竹内一貴・福祉一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷部拓生・中村文洋・須々田珠実

　　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・向奈津美

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・清水博己・上平ユリ子)
記　録：向　奈津美

議題

１：小向　武雄様（青風荘利用者様）の処遇について

２：岩織由美子様（青山荘入所者様）の処遇について

1：小向　武雄様（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

<問題点>

①日常生活全般に声掛け・見守りを要する

○整容面

· 髭剃りが不十分な場合には声を掛け、うまくできない場合にはスタッフが髭の剃り方について指導を行なう。

· 洗顔や入浴での洗身がうまくできていない場合には、どこが不十分なのか説明し、本人にやって頂く。

· 同じ服装が続く事や、汚れた衣類を着用している場合には声掛けを行い着替えて頂く。

· 入れ歯の洗浄、歯磨きなどの口腔ケアについてやり方を指導していく。

○洗濯について

介入方法

· 清潔な衣類を汚れた衣類の籠に入れることがあるため、本人へその都度、説明を行なっていく。また衣類を種類別に分けてその場所へ収納できるように収納する際に確認していく。

· 洗濯する際には本人と洗う必要があるものなのか確認する。また本人が洗濯をしていることを忘れているようであれば声を掛ける。

○日課について

· 当番を忘れている事が多い為、毎日確認を行なう様に指導し、忘れている場合には声掛けを行なう。

· 自室の掃除は定期的にスタッフとが確認し、できていない場合は、一緒に掃除を行っていく。

②高齢に伴う心身機能の低下

介入方法

· 身体機能の維持の為、健康プログラムや毎日のラジオ体操など定期的に運動を行なう機会を継続して設けていく。

・　自分から不調があっても伝えてこない為、普段から観察を密にして体調等の確認をしていく。

<評価>

　「できないから何もしない」のではなく、現在の能力を維持することを目標とする。また、自ら行動を起こしたことに対して評価を行っていく。

　現在、金銭管理は兄夫婦が行っているが、認知能力の低下が見られており、甥が今後の保護者の予定となっている。保護者も高齢ということから、今後の保護者について検討していく必要がある。また、最近兄様と連絡がとれていないため、兄様の様子・状況確認を含めて今後連絡をとる予定とする。

2：岩織由美子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜退所に向けて＞

①家族支援について

介入方法

· 電話やメール、面談等を通し娘様との信頼関係の構築を図る。

· 夫様・娘様の状況や思いを受容する。

· 娘様に対し、疾病や障害についてわかりやすく説明し疾病理解と共に障害受容を図る。

②日中活動について

介入方法

· 日中のスケジュールを作成し、夫様や娘様に確認して頂いているため、家族からの要望等を組み入れながら再度検討、実行し退所後に安定した生活を送ることができるようにする。

· スケジュールを基に日中活動を本人に提案していく。

· 評価と振り返りを定期的に行う。

③制止を要する行動への対応について

・　疲れが問題行動を起こす要因の一つであるため、スケジュール管理をして休む・動くといったリズムを身につける。

・　常に問題行動の背景にある原因を探り対応する。

・　問題行動に対しては、職員と振り返りを行いながら対応方法を検討する。

＜評価＞

　現在、家族が本人を受け入れられるよう支援する必要があり、その方法について検討することが重要である。心理教育等を取り入れ、娘様が受容できるようアプローチしていくこととする。

　家族は、5月退所に対し、再検討を望んでいるため、早期に本人・家族・青山職員を含め話し合う必要がある。また、受容できるよう支援する方法として、職員と家族、本人で外出するプログラムを取り入れる等施設側から家族に働きかけることが重要である。

　今後は、会議で提案されたプログラムや家族との信頼関係の構築方法を取り入れ、本人・家族も含め支援していくこととする。







